
第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

アフターコロナの障がい者雇用
～障がい者雇用の質向上に向けて～

代表取締役社長 有村秀一
2023年11月 8日(水)
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第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会 会社概要

会社概要

事業内容 印刷、メールサービス、その他

人員規模
2009年 4月 ： 90名(障がい者30名(内重度12名)、健常者60名)

2023年 6月 ：545名(障がい者429名(内重度109名) 、健常者116名)

資本金 5千万円（トヨタ自動車１００％）

設立時期
設立 ： 2008年5月
事業開始 ： 2009年4月

所在地 愛知県豊田市トヨタ町 （トヨタ自動車㈱本社敷地内）

「輪＝ループ」から命名しました。

障がいのある方の雇用の輪（ループ）を大きくしていきたいという想い、

また、障がいのある方が働くことを通じ、

社会や職場の仲間との輪（ループ）を広げていっていただきたいという願い

を込めています。

～社名の由来～
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第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会
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豊田市本社地区
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09年 10年 11年 12年 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年

その他

障がい者

522人

90人

各年の人数は2月1日時点のもの

昨年より60人増
2022年2月 462名 → 2023年2月 522名

（人）

設立 ｼｭﾚｯﾀﾞｰ業務開始
東京事業所開設
OS課設置
ﾄﾖﾀ記念HP業務開始

花本分室開設
PDF化業務開始

運送事業開始
ｸﾘｰﾝｻｰﾋﾞｽ課設置
衣浦分室開設
マッサージ業務開始

5.8倍増

人員の推移

下山
分室開設

上郷分室開設
本工分室開設

大口
分室開設

記念病院
分室開設
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2023年２月1日時点
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知的障がい

168人

肢体

76人

聴覚

14人

視覚

15人

内部

23人

精神障がい

133人

健常

116人

2023年6月1日時点

障がい者計４２９名（重度１０９名）／５４５名

人員構成（障がい種別）

身体障がい

12８人

©2023 トヨタループス株式会社
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第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会 組 織 体 制

トヨタループス㈱

第1業務部

業務課

印刷課

オフィスサポート課

花本分室

第２業務部

メール課

梱包サービス課

クリーンサービス課

記念病院分室

管理部
経理・総務グループ

支援グループ

人事グループ

東京事業所
東京事業所

日本橋分室

大手町分室

名古屋事業所
名古屋事業所

日進分室

大口分室

衣浦分室

下山分室

上郷分室

本工分室

【 常 勤 】
代表取締役社長

【 非常勤（トヨタ自動車）】
取締役：総務・人事副本部長
取締役：総務部長
取締役：人事部部長
監査役：収益関連事業部主査

©2023 トヨタループス株式会社
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トヨタ自動車 トヨタ自動車＆ループス合算 法定雇用率

障がい者雇用率推移実績 および 予測
2023年6月

退職者増加により
雇用率減少見込

ギャップを埋めているのが
トヨタループス
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障がい社員年齢別分布
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グラフ タイトル
重度：473人 重度以外570人

合計： 1,043 人

【障害種別毎の人数】 知的：39人
身体：923 人 精神：81人
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第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

コロナで何が起きたか？
親企業（トヨタ自動車）の事務職大半が自宅勤務に移行
出社率（東京本社１０％台、名古屋ビル２０％、

豊田本社３０～４０％）
事務職の間接業務等の仕事が激減
具体的な激減業務
・印刷
・社内外への配布、発送等
・清掃
・マッサージ
・その他雑多な業務
全社売上比率で対前年比５０％近くの減少

©2023 トヨタループス株式会社
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第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

コロナで何が起きたか？

障がい者雇用の現場は現業が中心
「現業」とは 現場の業務。事務や営業などでなく、
工場や作業場で行う労務。
よって在宅対応が出来ない仕事が大半
＊トヨタの本業である自動車製造も現業

一時的に国内だけでなく全世界の生産工場が停止に
（トヨタだけでなく全ての自動車メーカ）

売上、利益の激減等経営悪化
©2023 トヨタループス株式会社
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第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

コロナで何が起きたか？

障がい者雇用に対する影響大きく2つ

・経済的影響
親会社等の経営悪化より受託費、業務や支援等の削減
社会経済の悪化により売上等の激減

・構造的影響
ホワイトカラーの働き方改革が加速
在宅勤務が急速に拡大
ペーパーレス化も急速拡大

©2023 トヨタループス株式会社 11
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コロナで何が起きたか？

受託業務の主力を
・ホワイトカラーの働き方改革支援業務の拡大
・ホワイトカラーの間接業務 ブルーカラーの直接業務へ
・技術部門の開発・評価等の直接業務の受託
・物流部門の補給部品包装等の受託

間接業務主体からトヨタ自動車の本業回帰へ

©2023 トヨタループス株式会社
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©2023 トヨタループス株式会社

コロナで何が起きたか？

具体的には
・紙文書のデータ化の拡大
・生産職場での物づくり業務への参画・拡大
ユニット工場中心に拠点設立
・部品センターでのピッキング（部品発送準備作業）
・開発協力（障がい特性を発揮、障がいがプラスに）
・病院業務の拡大（病棟看護補助に加え、院内物流等）
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第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

©2023 トヨタループス株式会社

コロナで変革された業務について

ここからは、実際の業務をご紹介させて頂きます
・コロナ下での在宅勤務等をサポートする業務
書類の電子化（PDF化）、事務椅子の丸洗い
・トヨタ製造現場でのもの作り
順建て作業、部品検品、ピッキング、エンジン組付け
・物流現場での梱包、発送
・「でも」から「だから」へ開発協力
・医療現場での業務
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第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

「書類の電子化作業」
紙資料を電子化しています。お客様からお預かりした書類を
スキャナで読み込み、ページ確認後タグ付けを行います。

©2023 トヨタループス株式会社

在宅勤務サポート「紙文書のデータ化」作業
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「大型原稿 電子化」
電子化するデータのサイズは、名刺サイズから

A0サイズの大判の紙まで様々なものに対応しています。

©2023 トヨタループス株式会社

在宅勤務サポート「紙文書のデータ化」作業
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©2023 トヨタループス株式会社

シュレッダー（機密文書からPDF後の書類等様々）

愛知県内工場及び
各拠点から集荷、
各拠点ユーザには、
分別不要と連絡後
依頼数急増
日当たり約2トンを処理
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©2023 トヨタループス株式会社

事務所椅子丸洗い作業

在宅勤務が拡大したため
2日程度かかる丸洗いも可能に
コロナによる消毒ニーズ等からも
要望が急拡大
最初に椅子の各部を入念に手洗い
その後専用溶剤の吹き付け、吸引
拭き取り、乾燥で約1日の工程
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ものづくり工程

部 品 整 列 完 成 品 納品棚に格納

物づくり業務（＊順建て）
＊順建てとは生産ラインの作業に合わせ部品を並べ供給する事等

©2023 トヨタループス株式会社 19



第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

“ぐちゃぐちゃ”部品
～作業例ターボEXガスケット順建て～

■収容数が多く取り出しにくい荷姿の為、作業中、部品落下が多発
⇒専用テンプレートを作り、ループス作業者による部品整列

（入庫状態） （部品整理）

物づくり業務（順建て）

©2023 トヨタループス株式会社 20
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物づくり 「部品の整列」作業

「ガスケットの整列」

©2023 トヨタループス株式会社
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「ガスケットの整列」

「ガスケット」を 「整列棒」にかける

©2023 トヨタループス株式会社

物づくり 「部品の整列」作業
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「ＳＰＳ作業」
(セットパーツサプライシステム)

©2023 トヨタループス株式会社

物づくり「部品のピッキング」作業
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「ボルト検品作業」

©2023 トヨタループス株式会社

物づくり「ボルト検品」作業
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第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

物づくり業務（エンジンヘッド組付け）

©2023 トヨタループス株式会社 25



第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

トヨタ自動車大口部品センターでは、
車のバンパーやヘッドランプ等のパーツ、ボルトや
ワッシャー等の小物部品など、およそ35万の部品を
管理しており、お客様より部品の注文が入るとすぐ
出荷できる体制を整えています。

©2023 トヨタループス株式会社

延床面積は名古屋ドーム
約2個分（20万㎡）

「物流拠点」への進出
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大口分室では

©2023 トヨタループス株式会社

＜部品の個包装作業>

＜モップ清掃作業> ＜通い袋４Ｓ作業>

を行っています。

＜部品の商品化包装作業>

「物流拠点業務」
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部品の商品化包装作業

©2023 トヨタループス株式会社

メーカーからバラバラに納品された部品を市販品にするため、
10個単位 もしくは１００個単位での出荷準備をします。
日当たり約2万5千個の部品を取り扱います。

「物流拠点業務」

28

1回の操作で同じ数だけ
部品が出てくる仕組みの
からくりです。
これにより袋詰め部品数を
数える事無く作業が行えます



第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

部品の商品化包装作業

©2023 トヨタループス株式会社

メーカーからバラバラに納品された部品を市販品にするため、
10個単位 もしくは１００個単位での出荷準備をします。
日当たり約2万5千個の部品を取り扱います。

「物流拠点業務」

29

袋を止めるシールの
貼る位置を合わせる
治具を使い確実に
閉じます
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部品の商品化包装作業

©2023 トヨタループス株式会社

メーカーからバラバラに納品された部品を市販品にするため、
10個単位 もしくは１００個単位での出荷準備をします。
日当たり約2万5千個の部品を取り扱います。

「物流拠点業務」

30

袋詰めされた部品を
10個単位で更に纏め
袋に封入する際に
部品袋を数えなくとも
並べて置くだけで
10個そろったか確認でき
袋えの投入が出来る治具
です。
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部品の個包装作業

©2023 トヨタループス株式会社

お客様からのオーダーにあわせ、
部品を個包装する作業です。

「物流拠点業務」
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モップ清掃作業

©2023 トヨタループス株式会社

東京ドームほどの
広さのフロアを
モップ清掃します

「物流拠点業務」
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通い袋４Ｓ作業

©2023 トヨタループス株式会社

リターナル袋と呼ばれる販売店と部品の
やりとりに使用する通い袋を４Ｓする
作業です

「物流拠点業務」
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第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

・福祉車両等の開発・評価
・製品のUD評価
・障がい体験PGMの作成、実践

障がい者でもできる業務から

障がい者だからできる業務へ

モチベーションの向上、持続的発展へ

新たな取り組み 「でも」から「だから」へ

【具体事例】 愛iライド

©2023 トヨタループス株式会社 34



第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

車いす乗車拒否問題（旧型JPNタクシー）

・車いすの乗降が難しい
（20分近くかかる場合も）
・利用頻度が少なく
ドライバーが不慣れ

・
・
・

当事者の視点が欠けた
製品づくりと展開・・・

©2023 トヨタループス株式会社 35



第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

開 発 協 力（新型JPNタクシー）

各種イベント出演

Youtube動画撮影

マスコミ取材対応

新型JPNタクシーは、マスコミにも
大きく取り上げられました

©2023 トヨタループス株式会社 36



第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

サイバスロン出場

TOYOTA Concept-car （愛）i-RIDEの開発

2020年オリンピック・パラリンピックに向けたモビリティ開発

Winglet 車いすユニット

遠隔操作可能ロボッ
ト

開 発 協 力

©2023 トヨタループス株式会社 37



第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

開発協力（アノテーション）

信号機（赤：渡れない）、
横断歩道（位置）、
車両（障害物）をタグづけ

アノテーション (annotation) とは、「注釈」や「注解」という意味を示す英単語で画像などあらゆる形態の
データにタグやメタデータと呼ばれる情報を付けてAIに学習させる工程

©2023 トヨタループス株式会社 38
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©2023 トヨタループス株式会社

開発協力（アノテーション）
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第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

©2023 トヨタループス株式会社

病院業務

・2014年千葉の国立がん研究センター東病院での
取り組みを参考にトヨタの組織内病院である
トヨタ記念病院にて2014年末より病棟の看護補助業務を開始
（トヨタ記念病院：1987年9月開院、病床数５２７床、職員数1269名）
脳卒中センターへの2名からスタートし2018年には5病棟10名に
現場ナースの直接指示による業務のため、対象社員は
トヨタ自動車に出向

・2023年 病棟以外への業務拡大に着手
2024年の病院分室を目指して準備室を立ち上げ、幾つかの業務の
先行トライを実施中
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医療現場での作業事例（病棟業務）
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病院業務
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医療現場での作業事例（外来業務）
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医療現場での作業事例（準備業務）
外来用検尿セット

44



第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

©2023 トヨタループス株式会社

納品場所
のうひんばしょ

A 作業前
さぎょうまえ

の準備
じゅんび

　<準備物品>

①「テルモ」フィクソルムストレッチ　５㎝×１０m １個

②見本
みほん

の図
ず

③作成
さくせい

済
すみ

のテープを入
い

れるケース １箱

④作業
さぎょう

シート（ピンク色紙
いろがみ

の台紙
だいし

） １枚

⑤除菌
じょきん

シート（黄色
きいろ

） １袋

⑥はさみ １本

業務
ぎょうむ

マニュアル  【ER】 テープカット　　（はさみ使用
しよう

許可
きょか

者
しゃ

のみ実施
じっし

可
か

）

１階ER　機材倉庫

納品
のうひん

数
すう

（頻度
ひんど

） ２回/週　空容器と交換

１

B 作成
さくせい

をするもの

<作成前の作業場の準備>

①手洗いをする

②作業場所を確保する

③除菌シートで机の上を拭く

④サニサーラで手指消毒をする

①「テルモ」フィクソルムストレッチ　５㎝×１０m

４３２１

※作成済のテープを入れる前に空のケースを除菌シートで拭く

C 作業
さぎょう

中
ちゅう

の注意
ちゅうい

はさみを使用するとき

注1）刃先に手も持って行かない事

注2）はさみののりを取るときは保護手袋を装着

注3）作業中 は席 を立 たない事、集中して作業する事

はさみののりを取るときは、保護手袋を装着する。刃先に向けて拭くこと

集中できなくなったらそのまま作業を継続せず中断する

医療現場での作業事例（準備業務）
ER(救急外来）点滴テープ作り作業手順書
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医療現場での作業事例（準備業務）
ER(救急外来）点滴テープ作り
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どのように本業へ進んだのか

・業務は切り出すのでは無く、切り出される様に
・障がい者では無く人として見て頂ける様に
・障がい者を助けるのでは無く共に働くと思って頂ける様に
（職場の同じ仲間と認めて頂く事が重要）

障がいの理解、障がい者を受け入れる風土醸成

©2023 トヨタループス株式会社
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どのように障がい理解を広めたのか

2017年～

トヨタ自動車の職層教育にて「心のバリアフリー研修」を実施
・障がいについての座学研修では無く、障がい体験や当事者と
一緒にボッチャ等を行う等の体験型研修
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企画から当日の講師まで全て当事者中心で実施
・健常者が考える障がい者イメージと当事者との違い等様々な
気づきを発見頂く
当事者を障がい者では無く、人として見て頂ける様に

どのように障がい理解を広めたのか

49



第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

©2023 トヨタループス株式会社

どのように障がい理解を広めたのか
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心のバリアフリー研修を受けて

©2023 トヨタループス株式会社
51



第３１回職業リハビリテーション研究・実践発表会

©2023 トヨタループス株式会社

仕事の質と雇用の質

仕事の質とは（質の高い仕事とは）
難易度や報酬では無く
・社会、他人等に求められる、喜ばれる事で自身が誇りをもって
モチベーション高く行えるもの
・お客様に品質、納期を守れる事

雇用の質とは（質の高い雇用とは）
良質な仕事と合理的配慮や処遇、キャリアプラン等充実した
制度と共に従業員を大切にする風土
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地域連携（地元小学生とのサマーキャンプ）
トヨタ自動車所属のアスリート共に
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参加頂いたお子さん、親御さんからのお礼のお手紙

地域連携（地元小学生とのサマーキャンプ）
トヨタ自動車所属のアスリート共に

何の偏見も無い幼少期に障がいと触れ合う機会が、後々の障がい者を区別しない
共に働く等に結び付くと思われます
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アビリンピックへの参加

＊2023年3月国際大会に2名が
日本代表として出場

（開催地：フランス メッス市）
・英文ワープロ 山本 巧
・写真撮影（屋外） 小島 未来

アビリンピックとは・・・
1972年から開始され今年で53年。障がいのある方が約２５種目で技能を競い
県大会→全国大会→国際大会で頂点を決める。

トヨタループス社員 直近の活躍
＊2023年11月愛知県で行われる全国大会に

4名が愛知代表として出場
・ホームページ ・表計算
・写真撮影 ・パソコンデータ入力

©2023 トヨタループス株式会社
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スペシャルオリンピックスへの参加
スペシャルオリンピックスとは・・・

知的障がいのある人たちに様々なスポーツトレーニングとその成果の発表
の場国際的なスポーツ組織 約23種目で競い合う

トヨタループス これまでのメダル獲得数

2016年から参加 地区大会、全国大会にて多くのメダル獲得
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コロナにより障がい者雇用現場も大きく変わりました、結果間接
業務中心から親会社本業へ移行できた事は、持続的成長が見込
める事では良かったと考えます。 今後も更に障がい者が輝き活
躍できる職場を目指して日々チャレンジして参ります。
障がい者雇用を難しいと考えず皆様にも雇用拡大に向け、ご尽
力頂けますと有難く

障がいの理解、障がい者を受け入れる風土醸成が進むことを願っ
ております。
ご清聴頂き有難うございます。

最後に
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